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２００４年１０月２３日新潟県中越地震が発生した。今回地震の発生した中越地域は、新発田－小出構造線を

はじめとする多くの北北東－南南西方向の走向を持つ活断層・活褶曲によって特徴付けられる。 

本地域は豪雪地帯として知られており、多数の消雪井戸を有している。大木ら（１９９８）は、今回の地震が

発生する以前に，新潟県内において広域的に消雪井戸地下水の水温・電気伝導度・水質を測定し，複数の温度異常

地帯の存在を明らかにした。彼らは地震を起こしうる活断層に沿って深部の高温地下水が上昇してくるために，こ

れらの地下水温異常が生まれたとしている。我々は，彼らによって示された中越地震前の地下水温・水質分布や温

度異常地帯が，中越地震に関係してどのように変化したか，地下の断層等の動きを反映しているかをみるために，

消雪井戸等の地下水の調査を開始した． 

現在までの調査の結果，かつての複数の水温異常地帯において，中越地震に伴う著しい温度上昇が認められた．

悠久山断層周辺では最大 20℃まで地下水温が上昇し，悠久山断層の南西への延長が考えられる小千谷市内では最

大 25℃まで上昇している．一方，片貝断層付近では地下水温の上昇が認められない．また，これまで活断層が報

告されていない地域においても，複数の地下水温の高温異常域が見出された．例えば，余震域である東山丘陵の南

東縁の，新発田―小出構造線，または六日町盆地西縁断層の北方延長が通ると考えられる地域において，地下水温

と電気伝導度の異常を見出した．また，東山丘陵（余震域）の東縁で，新発田―小出構造線が通る位置において，

水温・電気伝導度・水質の異常を示す湧水が見つかった． 

これら地下水の異常は，中越地震に伴って発生した断層や断裂に沿って，地下深部の高温地下水が上昇したこ

とを示すと考えられる．つまり，中越地震に伴う断層や断裂の形成が，地下深部の地下水循環を促したことになる．

言い換えれば，悠久山断層，新発田―小出構造線，六日町盆地西縁断層の北方延長，未報告の伏在活断層などが，

地下深部から地表直下にわたって，震源断層（地震性断層）として活動して，地震によって生じた地下の過度な流

体圧・摩擦熱を解放した可能性がある． 


